
水質浄化系における有機性化学物質の生物吸着作用とその応用はあまり検討されていない。我々は，様々な環
境試料から芳香族化合物を特異的に吸着する細菌を探索し，吸着菌を分解菌と協働させることによる浄化の効率
化を考えた。ここではビスフェノールA（BPA）に高い吸着効果を示した菌株を用いて，分解菌や馴化活性汚泥と
の混合系での水質浄化の可能性を検討した。吸着菌をBPA含有水に懸濁させた除去試験の結果，菌体への吸着によ
り短時間の内に液中BPA濃度が減少し，以後，濃度は変化せず安定的に維持された。菌体表面を洗浄することで
BPAは回収でき，また，このときの吸着効果は吸着等温式によく従うことなどから，浄化効果は吸着作用によるこ
とを確認した。一方，吸着菌を分解菌と混合した系では，速やかに液中BPA濃度が減少し，菌体に吸着されるBPA
を含めた浄化系内の全残存BPA量の消失も分解菌単独の系よりも飛躍的に高まることが観察された。続いて， BPA
で長期馴養した活性汚泥に吸着菌を導入した除去試験では，吸着菌を導入しない場合に比べて液中BPA濃度の低減
が促進され，活性汚泥による処理の効率化に吸着菌が寄与することが示された。
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